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3 信号てこ(表示てこ鎖錠の場合)

思

鎖錠子が鎖蕗~)十の凸起に~当ってそれ以上てこを引くことがで

きない。

鎖事u十の形状:およびJffl路制御日誌の接点は，てこの釘\J'Jiによ っ

て異なり，使用 目 的によ っ て定められる。次表は各極'll1気|畿fE

気てこの特性を示す。

回路11liJ御*~は接触環をl反付けたエボナイト またはベークライ

ト 製の ローラ を刺lに固定したものと 1 対の接触j十を取付 けた

エボナイトまたはベークライト製の接触片肢とから成り ， ロー

ラ取hを垂直にl反付け， 傘樹Ilïによって水平回転il前lに連絡する。

傘街平は 1:2 の比から成り，てこの 60。回転により，このロー

ラを 120。回転する。
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転轍て こには 1 4 組の接点を持っているが，そのうち 2 悩はク

イ ック ・スイ ッチにな っ ている。クイッ F ・ スイッチはてこの

定位反位の位tl1 と転鰍昔話の定位反位の位慣とを一致させるため

一 に使用するものである。

電気てこにはカパーをかける。カバーは水平のてこ座と丞直

の IIlI R~制御総座にかかる 2 つのものに分れ，ともに掛金に信号

錠(じよう)を JjX付 けて保守以外には取はずしをしないようにす

る。

2 てこ表示灯

て こ表示灯は沼気て この下部フレームに設ける。信号てこ ，

紙撤てこおよびIRi査てこに対しては 2 悩，方向てこに対しては

3 f聞を備える。信号てこにあっては図に示すように上部灯は，

信号て こを反{立にすることができる電気的条件を尚足してし、る

とき点灯しており，下部は信号館告が停止現示 と な っ ているとき

点灯している。 すなわち上部の表示灯が点灯しているとてこを

引 くこ とができ ， 下部の表示灯はてこを反{立から定{立にもどす

とき，信号機が停止説示をなし表示鎖錠が解けたときに点灯す

る。そのほかのてこにおいてもおのおのの目的を泌する状態を

表示するように点灯される。

てこ表示灯は信号表示電球 (6V 8W) を使用し ， B 型表示灯~

l玉総( 1 次fß庄 105V， 2 次fl!圧 3V， 周波数 50 および 60 "" ， 出

力 3VA ， 単相)を úlliえて点灯する。

3 電気機後械でこ

機械てこは現在はすべてサクスピー型連1FtJI畿を使mする

い第 1 極連動装置)

4 fll気てこのl反付と隙械的述鎖

電気てこ台のi仰を後械連動俄のトッププレート または踏板に

ポノレ ト締をなし， その上部にみぞ型鋼 (200X70X7) を 2 本並列

して設け，これに1.11気てこを探せ，ポノレト締する。 'tt1気てこの

llZ さは床面からてこの水平回転制lまで 1 ，600 mm であ る。 Ií]ì気

てこの箇所には憾械てこがないから， ト ッププレートのかわり

に踏板を設ける。電気てこ台の附lは踏板上で述動陸自のレッグ位

i丘に関係なく 任意のとこ ろに取付け得る。

電気てこ と般紙てこ |閉または匂気てこ相互間の俄械がj連鎖は

述動機の鎖錠床で駒 ( こ ま)と縦駒によ って付けられることは第

l 極峨械述1fVJ践と 同じである。この述定員を付けるため電気てこ

の水平回転制lに取付けたクラ γP と鋲錠床のロッキングシャフ

トの f~J聞にあるクランクとを接続梓で証li結し，電気てこの巡動

をこの接続料をiìJíじてロッキングシャフトに与えロックパーを

1FtJかして，てこ相互の俊械的述主I'!をなさしめる。

5 1'11気機連動織のてこ の配列

電気後連動機の電気てこと燐械てこの配列は ( 1 ) 電気てこ

を左ß1IJにまとめてその右 ß{lJに後械てこを{泣 く もの (2) 左側に

俄械てこを置きその布ßIUに包気て こを i泣 く もの (3) 電気てこ

を左右岡側に分制して{泣き，機械てこを"1'央にf泣 く ものとの 3

巡りがある。こ の 3 巡りの設けブjについて現在のところ滋準と

なるものは設定されていないが，相't習上信号後入挨際識の向き

と電気てこの相対位fLlを一致させる傾向にある。

この配位において ， 'it気てこの右削IJに般械てこを配列するも

のはその聞にてこ l 本分の空位をi泣き，後械てこのお由IJに電気

てこが配列するときは空位を i丘かないのを株単としている。

(然子龍夫)

てんききれんどうそうち 電気後連動装置 (英) electro 

mechanical interlocking 電気憾連動機を使用し， 信号機・入

換標識 ・ 転徽(てんてつ)器等を電気的および後械的に操作する

裟自立。ここに電気繊連動装置とは信号被 ・ 入換襟識・転鰍詰住宅事
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